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本資料の目的 

1. 本資料は、第5回サステナビリティ基準委員会（2022年11月24日開催）において聞

かれた意見をまとめたものである。 

 

聞かれた意見 

「サステナビリティ基準委員会の運営方針」に対する意見（審議事項(1)-1 関連) 

2. 特段の意見は聞かれなかった。 

 

「国際サステナビリティ基準審議会（ISSB）の2022年10月ボード会議及び11月補足会議

における暫定決定事項」に対する意見（審議事項(2)-1 関連) 

（相互運用可能性 (interoperability)（主要な事項）、S2基準案関連、排出目標） 

3. 「グロス排出削減目標」とは別個に「ネット排出目標」と「カーボン・クレジット

の意図的な使用」を開示すべきであることを明確にするという暫定決定について、

「グロス排出削減目標」や「ネット排出目標」という用語は十分に明瞭な言葉とは

言い難いため、これらについても明確にすることが必要と考える。 

（産業別マテリアル） 

4. 国際サステナビリティ基準審議会（ISSB）の暫定決定において、企業が産業固有の

開示を行うという要求事項を維持しつつも、当面は強制力のあるものとしない

（non-mandatory）一方で、将来的にはS2基準案の付録Bを強制力のあるものとする

（mandatory）ISSBの意図を表明するとされている。これにより、ISSBとしてのSASB

スタンダードの取扱いの方向性は明確に打ち出されたと認識している。今後、SSBJ

として関連する議論を実施するにあたっては、ISSBの方向性をどのように整理し、

検討するのかが重要である。 



  審議事項(4) 

 

2 

 

5. S1基準案につき、サステナビリティ関連のリスク及び機会の識別に際しては、SASB

スタンダードを考慮しなければならない（shall consider）という定め以外は要求

事項ではなくなるという認識でよいか。 

 また、気候変動を扱うS2基準案については、当面の間、付録Bを要求事項ではな

いガイダンスとすることが暫定決定されたが、SASBスタンダードのみが気候関連の

リスク及び機会を識別する際の参照先となるのか。若しくは、任意のガイダンスと

する場合でも付録Bを参照先とするのか。これまで、このような議論が公開の場で

なされていないように思えるが、これから検討されるという理解でよいか。 

 

「国際サステナビリティ基準審議会（ISSB）の2022年10月ボード会議における暫定決定

事項（アジェンダ協議）」に対する意見（審議事項(2)-2 関連) 

6. 特段の意見は聞かれなかった。 

 

以 上 


